
拉致問題啓発舞台劇公演
（主催：政府拉致問題対策本部、秋田県、男鹿市　後援：文部科学省）
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3月 日（木）11

男鹿市民文化会館
秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り
二号１４－２

プログラム
○主催者等挨拶
○行政説明
○舞台劇「めぐみへの誓いー奪還ー」公演
　原作・脚本・演出：野伏翔
　上演 ： 劇団夜想会
　出演 ： 原田大二郎（横田滋 役）
　　　   石村とも子（横田早紀江 役）
　　　   森本優里（横田めぐみ 役）
　　　   山崎尚子（田口八重子 役）
○拉致問題啓発パネル展示

入場無料一般観客公募事前申し込み（定員700名）

１０月１７日（月）
（定員７００名、応募者多数の場合は先着順）

１3：0０開場／１3：3０開会　16：0０閉会予定

横田滋 ：原田大二郎

横田早紀江 ：石村とも子

横田めぐみ：森本優里

田口八重子：山崎尚子

場所

応募
締め切り

男鹿市役所総務企画部総務課
○往復はがき
　〒０１０-０５９５
　男鹿市船川港船川字泉台６６－１
　男鹿市総務企画部総務課
○電子メール
　oga_soumu@city.oga.akita.jp
○ファクシミリ　０１８５－２３－２４２４

申込先

内閣官房拉致問題対策本部 事務局 政策企画室
電 話 ： ０３－３５８１－８８９８
ＦＡＸ ： ０３－３５８１－６０１１　

秋田県総務部総務課
電 話 ： ０１８－８６０－１０５４
ＦＡＸ ： ０１８－８６０－１０５６

男鹿市総務企画部総務課
電 話 ： ０１８５－２４－９１２５
ＦＡＸ ： ０１８５－２３－２４２４

問い合わせ先



申込方法
（１）往復はがき、電子メール（oga_soumu@city.oga.akita.jp）
（２）ファクシミリのいずれかでお申し込みください。
（申込締切10月17日（月）応募者多数の場合は先着順） 

（２）ファクシミリの場合
以下の申込票に必要事項を記入の上、10月17日（月）まで０１８５－２３－２４２４まで送信。

代表者のご住所

代表者のご氏名

代表者の電話 ・ FAX番号

参加者の氏名

参加者の氏名

参加者の氏名

〒

氏名

氏名

ふりがな

ふりがな

氏名 ふりがな

氏名 ふりがな

電話

手話通訳 ：  希望する  ・  希望しない
筆記通訳 ：  希望する  ・  希望しない

FAX

（1）往復はがき・電子メールの場合
＜往復はがき（申込締切 10月17日（月）消印有効）＞
下記記載事項をご記入いただき、お申し込みください。

【往信はがき表面】
〒０１０－０５９５　男鹿市船川港船川字泉台６６－１
男鹿市総務企画部総務課　行　
【往信はがき裏面】
①　代表者の住所・氏名（ふりがな）
②　代表者の連絡先電話番号
③　参加者全員の氏名（ふりがな）
④　参加人数（１枚のはがきで４名まで）
⑤　手話筆記通訳希望の場合はその旨を明記
【返信はがき表面】　⑥ ご自分の住所、⑦ お名前
【返信はがき裏面】　何も記入しないでください。

【お申し込みに関する問い合わせ先】
男鹿市総務企画部総務課
電 話       （０１８５－２４－９１２５）
ファクシミリ（０１８５－２３－２４２４）
電子メール（oga_soumu@city.oga.akita.jp）

＜電子メール＞
上記往復はがきの記載事項①～⑤の内容を記入の上、
男鹿市総務企画部総務課（oga_soumu@city.oga.akita.jp）まで
お申し込みください。

【注意】
この面には、何も
記入しないで
ください。
（入場整理券を印刷
返信いたします）

〈返信はがき裏面〉

〈往信はがき裏面〉

舞台劇「めぐみへの誓いー奪還」

①代表者の住所・氏名（ふりがな）
②代表者の連絡先電話番号
③参加者全員の氏名（ふりがな）
④参加人数
  （１枚のはがきで４名まで）
⑤手話筆記通訳希望の場合は
　その旨を明記
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会場までのアクセス
男鹿市民文化会館
秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り二号１４－２　
電話：０１８５－２３－２２５１

ＪＲ男鹿線男鹿駅で下車、徒歩で約15分。
■ 交通機関の案内

－－

１

66

<男鹿市公演にあたり：秋田県、男鹿市より>
　日本政府は北朝鮮に拉致された被害者として１７名を認定していますが、さらに北朝鮮による拉致の可能性を排除できない事案として秋田
県関係者５名を含む、８８５名の行方不明者がいます。また、男鹿市の脇本海岸では、過去に、北朝鮮工作員による密入国事件が発生してい
ますが、拉致被害者等の中には、日本海側の海岸付近で消息が分からなくなった方も多くいます。
　このように、私たちの身近なところで拉致が行われた可能性は否定できません。拉致問題は、秋田県、男鹿市にとっても無関係ではありません。
この舞台劇は、地域の皆様が拉致問題への認識を深め、拉致問題の悲劇を心から理解していただく一助となるよう企画したものです。
　是非、御観覧ください。

（記載イメージ）
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